
に登録されている。ぐんま国際アカデ
ミーの設立に尽力した太田市長から、
活動中の櫻井さんに打診されたのが
きっかけだった。
　市とマラウイが姉妹都市のような関係
になることを願っていた櫻井さんは、あ
らゆる人脈を辿って現地の関係者と交
渉。最初は相手にすらしてもらえなかっ
たが、東京2020大会でホストタウンと
して受け入れたい、という思いを訴え続
けた。そんな櫻井さんの思いを実現して
くれたのが、人の繋がりだった。「教育
委員会のメンバーと出会い、多くのご縁
を辿って最後は青少年スポーツ省大臣
を紹介してもらい、市長との会合までつ
なげることができました。いろんな偶然
が重なって最良の結果になったんです」
櫻井さんはホストタウン締結実現の立役
者になった。「偶然」というよりは、一
瞬のチャンスを逃さずに掴み取る熱意
が、この結果を生んだのであろう。
　残念ながら、コロナ禍により、市民
とマラウイ選手との交流事業は実現に至
らなかった。しかし、自分の置かれた
状況で何ができるか、考えながら行動
し、多くの人たちを巻き込んでホストタ

ウン構想を実現できたことは、櫻井さん
にとって大きな自信となった。

培ったグローバルな視点
職場や地域で活かす

　帰国後、同校に復職した櫻井さん。「世
界に貢献したいと考えている生徒が多い
ので、彼らに様々なヒントを与えられる
存在でありたいですね」積極的に交流
を図る姿は生徒にも影響しているようで、
つい先日も、課題解決能力を育む授業
の一環で、途上国の衛生問題を取り上
げた生徒から相談を受けた。彼らが作っ
た手洗いの啓発動画をマラウイの子ども
たちに見せて、感想を聞きたいというも
のだった。そんな時、櫻井さんは現地
のありのままの姿を伝えるようにしてい
るという。
　同校が、サイズの合わなくなった靴を
集めてアフリカに送る『スマイル アフリ
カ プロジェクト』に参加した際も、集
めた靴が必ずしも現地の子どもの手に渡
るとは限らず、目の前の生活に困ってい
る人がお金に換えてしまうこともある。
しかし、そのおかげで生活できる人もい

群馬県

異文化や価値観の違いに触れ
芽生えたマラウイ人への敬意

　群馬県太田市にあるぐんま国際アカデ
ミーは、ほとんどの教科を英語で学ぶ『イ
マージョン教育』を掲げる小中高の一
貫教育校だ。欧米だけでなくアジア、
アフリカ出身の教員も在籍しており、生
徒は英語だけでなく、多様な価値観も
学ぶことができる。
　櫻井さんは2011年に事務職員として
同校に就職。外国人の多い職場で働く
うちに彼らの生き方に刺激を受け、自
分の強みや自信になるものを持ちたいと
思うようになり、青年海外協力隊に現
職参加※。東アフリカのマラウイへ派遣

され、教育委員会に配属されて学区内
の学校を巡回し、教育環境の把握に努
めた。「私には特別なスキルがありませ
んでした。だからこそ、何にでも対応で
きる心構えを大事にしていました」
　そんな櫻井さんは、学校を巡回する
うちにあることに気づく。田舎では収穫
期になると家の農作業を手伝う生徒が

多く、学校を休むのが普通だった。「教
育をオプションとして扱わざるをえない、
彼らなりの生活事情があったんです」
　学校教育が最優先ではない価値観の
背景を理解するにつれ、現地の人たち
に対し以前よりも敬意の念を抱くように
なったという。「彼らは家族や人と過ご
すことで心の豊かさを育んでいて、それ
が魅力的に感じました」

太田市とマラウイ
ホストタウン締結に尽力

　太田市は、2020年東京オリンピック・
パラリンピック競技大会（以下、東京
2020大会）でマラウイのホストタウン

現在 群馬県

櫻井 里奈さん　学校法人太田国際学園 ぐんま国際アカデミー中高等部 事務職員

経験が人をつくる
協力隊で得た自信を糧に、学校運営に尽力

［職場］群馬県
［職業］  事務職員

マラウイで学んだのは、自分の置かれた状況で何ができるのかを考え、行動するプロセス。
今、生徒たちにグローバルな考え方を伝え、職場や地域の外国人を支える日々を送っている。
あの日、色々な人たちに助けられた恩を、職場や地域を通じて返していくために。

青年海外協力隊日本も元気にするJICA海外協力隊
4 7 都 道 府 県 で 活 躍 す る フ ロ ン テ ィ ア 人 材

るということを生徒に説明したという。
「アフリカの子どもが日本から送られた
靴を履き、怪我をしなくなってよかった
という単純な話ではなく、少しでも違う
見方ができるようになったらいいなと思
います」
　櫻井さんは外国人職員から相談を受
ける担当だ。文化の違いから日本での
生活に戸惑うことなど、様々な声に耳を
傾けている。他にも職場以外で自分の
空いている時間を利用し、SNSを通じて
太田市に住む外国人で日本語の補助が
必要な人の手助けをしているという。マ
ラウイで色々な人に助けられた恩を、
職場や地域を通じて返していくその姿
は、協力隊経験者ならではと言えるかも
しれない。

Rina Sakurai

赴任国 マラウイ共和国

［赴任地］ リロングウェ県ズマジ
［職種］ 青少年活動
［派遣期間］  2016年10月～2018年10月

※所属先の身分を保持したまま、休職してJICA海外協力隊に参加すること。
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